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近 代 エ ジ プ トに お け る スー フ ィー教 団 に つ い て

古 林 清 一 ＊

Sufi Orders in Modern Egypt

Seiichi KOBAYASHI

   This paper outlines the history of Sufi orders in 19th and 
20th century Egypt. Since the reign of  Muhammad  'Ali 

(1805-1848), Sufi orders in modern Egypt were divided between 
officially recognized orders and those lacking this recognition. 
The former were granted financial benefits and the right to 

participate in a variety of ways in public religious celebrations. 
But they were controlled by Shaykh al-Bakri. 

   On the other hand, many orders lacking official recognition 
were active in Upper Egypt. The  Qayatiyya Order in Minya 
Province was especially famous for its involvement in the  `Urabi 
Revolution. 

   In the 20th century the  klamidiyya Order became the largest 
Sufi order in Egypt (at the end of the  1960s). It became 
influential under the impact of the Salafiyya Movement, in-
augurated by  Muhammad  `Abduh and Rashid  Ricla.
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１． は じ め に

　　こ こで 扱 うス ー フ ィー教 団 とは イ ス ラム神 秘 主 義 （ス ー フ ィズ ム） の宗 教 運動 の結

果 ， この宗 教 運 動 が ，１２・１３世 紀 以 降 ，大 衆 化 し民 衆 を も包 摂 す る もの とな り， 強固

＊大阪女子大学，国立民族学博物館研究協力者
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な宗 教 団 体 とな った もの を さす 。 この ス ー フ ィー教 団 は民 衆 の イ ス ラムを 体 現 して い

る た め に ，民 衆 の イ ス ラ ムの 把握 の ため には この ス ー フ ィー教 団 運 動 の 理 解 が 必 要

で あ る。 こ の ス ー フ ィ ー教 団 はエ ジプ トで もマ ル ム ー ク朝 時代 （１２５０－一一１５１７） 頃 か ら

形 成 され始 め ， １８世紀 に は そ の活 動 は め ざ ま しい もの と な った ［古林 　 １９８６ｂ：１５０－

１５１］。

　 この 小 論 の 課 題 は１９世紀 以 降 の近 代 エ ジプ トに お い て， 近 代 エ ジ プ ト国 家 な い し，

近 代 エ ジプ ト社 会 の形 成 に伴 い ， この ス ー フィ ー教 団 が いか な る運 命 を た ど った か を

考 察 す る こ と にあ る。 この エ ジプ トの 「近 代 化 」 とス ー フ ィ ー教 団 との か か わ りに つ

い て は ， 「伝 統 的 社 会 」 の 解 体 によ って ， 教 団 が そ れ ま で体 現 して い た一 連 の シ ンボ

ル と意 味 の前 提 が崩 壊 した こ とが指 摘 され て い る ［ＧＩＬｓＥＮＡＮ　 ｌ９７３：１９・１－１９６］。 し

か し，他 方 で は ， ヨ ング は 「伝 統 的 社 会 」 の解 体 に よ って も教 団 の衰 退 ，解 体 は起 ら

な か った と論 じ， む しろ ，教 団 数 や 教 団 員 数 の 増 大 を 指摘 し，１９世 紀 こそ が エ ジプ ト

の ス ー フ ィー教 団 の最 盛 期 で あ る と主 張 して い る ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：１９０］。 ま た，

バ ー ガ ー も 現 代 エ ジプ トに お い て は ス ー フ ィー 教 団 に対 す る関心 が増 大 して お り，

む しろ ， 教 団 活 動 の リヴ ァィ ヴ ァル の現 象 の見 られ る こ とを 指 摘 して い る ［ＢＥＲＧＥＲ

１９７０：７６－－７８］。 こ の よ うに見 て くる と， ス ー フ ィ ー教 団運 動 は た しか に ， 「伝 統 的社

会 」 に お い て生 ま れ ， それ と結 びつ いて 発 展 した こ とは事 実 で あ る もの の ，「近 代 化 」

と と もに解 体 ，消 滅 した わ けで はな く， 根 強 い生 命 力 を も ち，近 代 エ ジプ トに お い て

も強 固 に生 き残 って い った こ とは 確 か で あ る。 そ こで ，以 下 に お い て は ，１９世 紀 ， 今

世 紀 の エ ジ プ トの ス ー フ ィー教 団 の 活 動 を 歴 史 的 に考察 して い く こ と と した い。

　 １９世 紀 初 頭 ， ムハ ンマ ド ・ア リー 政権 （１８０５－ １８４８） の成 立 と と も に， エ ジ プ トの

ス ー フ ィ ー教 団 史 の 上 で は大 きな 転 機 が 訪 れ た 。 す な わ ち ，「バ ク リー家 の シ ャイ フ」

（Ｓｈａｙｋｈ　ａｌ－Ｂａｋｒ１） を頂 点 とす る 「公 認 教 団 」 の シス テ ム が成 立 し， エ ジ プ ト国家 に

よ る中 央 集 権 的 な 教 団 行 政 シス テ ム が成 立 した の で あ る。 こ の た め ，近 代 エ ジ プ トの

ス ー フ ィ ー教 団 の 多 くは この行 政 シス テ ム に組 み こま れ る こ と と な っ た。 しか しなが

ら， 総 て の 教 団 が この シス テ ム に 組 み こま れ た わ け で は な く， こ の シス テ ム に組 み こ

ま れ な か った 「非 公 認 教 団」 もま た数 多 く存 在 した。 した が って ， 近 代 エ ジプ トの ス

ー フ ィ ー教 団 の 全 体 像 に接近 す るた め に は
， この 「公 認 教 団」 と 「非 公 認 教 団」 の 双

方 を 視 野 に 入 れ て 考 察 しな くて は な らな い１）。

　 １９世 紀 初 頭 に成 立 した ス ー フ ィー教 団行 政 の シス テ ム は１９世 紀 末 か ら今 世紀 初 頭 に

１）本稿 で用い る 「公認教団」，「非公認教団」の呼称，両者の概念 規定 については ヨングの研究

［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：ｃｈａｐｔ．１］に依拠 した。
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か け て行 わ れ た 教 団 行 政 シス テ ムの 改革 に よ って ， 「ス ー フ ィ ー評 議 会 」 （ＡＩ－Ｍ ａｊｌｉｓ

ａｌ－ＳＵｆｉ）を 頂 点 とす る， よ り合 理 的 な行 政 シス テ ム へ と大 き く変 貌 した。 この動 き と

ほ ぼ 同時 期 に サ ラフ ィ ー ヤ運 動 の 開始 と と も に， ス ー フ ィー教 団 や ス ー フ ィズ ム に対

す る厳 しい批 判 が行 わ れ る よ う にな った 。 この よ うな新 しい動 きは ス ー フ ィー教 団 の

側 に も イ ンパ ク トを 及 ぼ さ ざ るを え ず ，今 世紀 には新 しい タ イ プ の改 革 主 義 的 な新 興

教 団 運 動 を生 み だ した の で あ る。

　 そ こで ， この 小 論 に お いて は ， １９世 紀 の 「公 認 教 団」， 「非 公 認 教 団 」 お よ び今 世 紀

の改 革 主 義 的 な 新 興 教 団 の ３つ の タ イ プ を析 出 し，それ ぞれ の 例 と して ，Ａｂｍａｄｉｙｙａ

教 団 ，Ｋ ｈａｌｗａｔｉｙｙａ 教 団 ， 耳ａｍｉｄｉｙｙａ 教 団 の三 者 を と りあ げ て み た い。 そ して，

この三 者 の 特質 を 明 らか に しつ つ， 近 代 エ ジプ トの ス ー フ ィ ー教 団 の 全 体 像 に向 か っ

て の さ さや か な 接近 の試 み を して み た い。

２． 「公 認 教 団」 につ い て一 ア フマ デ ィー ヤ教 団 を 中心 に・

　 １８１０年 代 以 降 ， エ ジプ トの ス ー フ ィ ー諸 教 団 の 最 高 の長 と な り， しか も， Ｎａｑｉｂ

ａｌ－ａｓｈｒａｆ，す な わ ち ，預 言 者 ムハ ンマ ドの 子 孫 の 団 体 の 長 の職 ２）を兼 ね た 「バ ク リー

家 の シ ャイ フ」 の傘 下 に入 った 教 団 が 「公 認 教 団 」 で あ る。 これ らの 教 団 は 「バ ク リ

ー家 の シ ャイ フ」 を介 して
， エ ジ プ ト国 家 の 支 配 下 に入 り，半 ば ，公 的地 位 を獲 得 す る

こ と とな った。 これ らの公 認 教 団 の 人 的 構 成 を 一般 的 に述 べ る と， そ の 長 は Ｓｈａｙｋｈ

ａｌ－ｓ鋤 ａｄａ３）あ る いは ， 単 に ｓｈａｙｋｈ と呼 ば れ る。 彼 の下 に 教 団 幹 部 の 職 と して ，

ｋｈａｌｉｆａ が お り， こ のハ リー フ ァは 文 字 通 り には ， シ ャ イ フの代 理者 で あ るが ，教 団

の末 端 組 織 を 掌 握 して い る こ とが 多 く， 一般 の 信者 の 日常 の宗 教 活動 の指 導 に もあ た

った。 そ の た め， こ のハ リー フ ァの 果 した 役 割 は大 きか った 。 この ハ リー フ ァの下 に

下 級 職 員 と して ｎａｑｉｂ が お り， この ナ キー プ の 下 に一 般 の平 信 徒 が い た ［ＫＡＨＬＥ

ｌ９１５－１９１６：１５５－１６７；古 林 　 １９８６ｂ：１５３－－１５４］。

　 バ ク リー家 の シ ャイ フ は この 公 認 教 団 に対 して 種 々の権 限 を行 使 した。 まず ， こ の

シ ャ イ フは公 認 教 団 の シ ャイ フの任 命権 を行 使 し，教 団 の シ ャイ フ の地 位 を め ぐって

教 団 員 の 間 で係 争事 件 が起 る と， バ ク リー家 の シ ャイ フが裁 決 す る こ と とな って いた 。

２）ナキープ ・アルア シュラーフとはア シュ ラーフの長 とい う意味であるが， アシュラーフはシ

ャ リーフの複数形であ り， シャ リー フは預言者 ムハ ンマ ドの子孫 とみなされ る人 々の ことを さ

す。

３） シャイフ ・アッサ ッジ ャーダ とはサ ッジ ャーダの シャイフとい う意 味であ る。サ ッジ ャーダ

はイス ラム教徒が礼拝 の際 にひざまず くジュウタ ンのことである。 この場合， この ジュウタ ン

は教 団創立者である聖者 ゆか りの ものとみな されるのが普通であ る。
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さ らに， 教 団 の財 政 的 基 盤 と して 最 も重要 な ワク フ４）か らの収 入 の受 取 り に際 して も

バ ク リー家 の シ ャイ フの仲 介 を必 要 と した。 こ の よ う に， 公 認 教 団 は 人事 ， 司 法 ，財

政 の分 野 でバ ク リー家 の シ ャ イ フの支 配 下 に入 った。 しか も ，教 団 の行 う重 要 な 宗 教

行 事 の挙 行 に あた って も， バ ク リー 家 の シ ャィ フの承 認 を受 け な くて は な ら なか った 。

　 そ こで ， こ の公 認 教 団 の あ り方 につ いて ， よ り具 体 的 に見 て い くこ と に しよ う。 そ

の際 ， ア フ マ デ ィ ー ヤ教 団 に 焦点 を しぼ る こ と と した い。 こ の教 団 は エ ジ プ トで 最 も

有 名 な教 団 で あ り， この 教 団 の 創 立 者 Ａｂｍａｄ　ａｌ－Ｂａｄａｗｉ （ｃａ．１２００－１２７６） は エ ジ

プ トで最 もポ ピュ ラーな 聖 者 で あ る。 この 教 団 は ，古 く， マ ム ル ー ク朝 時 代 に設 立 さ

れ た教 団 で あ る。 この 教 団 の 本 部 は， 下 エ ジプ トの タ ンタ ー の 町 に あ る ， ア フ マ ド ・

ア ル ・バ ダ ウ ィー の モ ス クで あ る。 こ こ に は，も と，このバ ダ ウ ィー の墓 廟 （ｍａｑａｍ）

が あ り， この墓 廟 に は ， 古 くよ り， 「墓 廟 の ハ リー フ ァ」 （Ｋｈａｌｉｆａ　ａｌ・ｍａｑａｍ ） が い

た 。 初 代 のハ リー フ ァは ア フマ ド ・ア ル ・バ ダ ウ ィー の 直 弟 子 で あ る ‘Ａｂｄ　ａｌ－‘Ａｌ

とい う入 物 と され て い る。 この墓 廟 に付 属 して ｚａｗｉｙａ， つ ま り， ス ー フ ィ ー の修 道

場 が 当初 ，建 て られ た が ，そ れ は， １８世 紀 に， ‘Ａｈ－Ｂｅｙ （１７７３年 没 ）に よ っ て壮 大 な モ

ス ク に変 え られ た ［ＩＢＲＡＨｉＭ　Ａ耳ＭＡＤ　ＮｔｔＲ　ＡＬ－ＤｉＮ　 １９４８：１１８－１２０］。 この モ ス ク

は， コプ ト暦 によ って ，年 三 回行 わ れ た， 有 名 な ア フマ ド ・アル ・バ ダ ウ ィー の マ ウ

リ ド５）の舞 台 で あ り， しか も， １８世 紀 か ら１９世紀 に か け て は ， ア ズハ ル に次 ぐ高 等 教

育 セ ンタ ー と して も重 きを成 して い た こ とは よ く知 られ て い る ［ＨＥｙＷＯＲＴＨ－ＤＵＮＮＥ

ｌ９６８：２２－２３］。

　 そ こ で， この ア フマ デ ィ ーヤ教 団 の教 団 組 織 の実 態 を 見 て い こ う。元 来 は ， タ ンタ

ーの バ ダ ゥ ィ ーの墓 廟 のハ リー フ ァが教 団 全 体 を 統 率 して いた ら しい 。 しか し， この

教 団 の 発 展 につ れ ， そ の 内 部 に支 教 団 （ｂａｙｔ，　ｆｕｒｕ‘） が生 まれ ， 時 代 が 下 るに つ れ ，

こ の教 団 は多 くの支 教 団 の連 合 体 と して の性 格 を強 めて い った 。 １９世 紀 後半 期 の ア リ

ー ・ムバ ー ラク はｉ ア フマ デ ィー・・一・ヤ教 団 （ｔａｒｉｑａ　Ａｈｍａｄｉｙｙａ）は１６の支 教 団 （ｆｕｒｕ‘）

よ り成 る と述 べ て い る ［‘ＡＬｉ　Ｍ ｕＢＡＲＡＫ　 １８８６－１８８８：ｖｏｌ．３，１２９－１３０］。

　 しか し， こ の１６の支 教 団 の 中 には ，必 ず し も， ア フマ デ ィー ヤ帰 属 と は言 え な い も

の も含 ま れ て い る。 ヨ ン グの研 究 に よ れ ば ， ア フマ デ ィー ヤ系 統 の 支 教 団 の 成 立 の プ

ロセ ス は 以 下 の通 りで あ る。 ま ず ，１５世 紀 に は ，Ｋａｎｎａｓｉｙｙａ，　Ｍ ａｎａｙｉｆａ，　Ｍ ａｒｚＵｑ－

ｉｙｙａ，　Ｉｍ ｂａｂｉｙｙａ，　Ｓａｌａｍｉｙｙａ の ５つ の 支 教 団 が 成 立 し た。 オ ス マ ン 時 代 に は ，

４） ワクフとは宗教的 目的のために土地な どを寄進 してその処分権を放棄する ことを さすが， ス
ーフィー教団は ワクフと して寄進 された財産を もってお り，そこか らの収入 が宗教活動の財政

的基盤 とな っていた。

５）マウ リドとは預言者 ムハ ンマ ドや スー フィーの聖者たちの誕生 日ない し命 日を祝 う祭 の こと。
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耳ａｌａｂｉｙｙａ，　Ｚａｈｉｄｉｙｙａ，　Ｓｈｉｎｎａｗｉｙｙａ，　Ｓ叫 晦 ｉｙｙａ の ４つ の 支 教 団 が 成 立 し， １８世

紀 に は， 新 興 教 団 運 動 と して 有 名 な Ｂａｙｙｉｌｍｉｙｙａ が成 立 した。 この ほ か に 耳ｕｍＵ－

ｄｉｙｙａ，　Ｓｈｕ‘ａｙｂｉｙｙａ，　Ｔａｓｑｉｙａｎｉｙｙａ が成 立 した 。１８世 紀 の は じめ以 降 ， マル ズ ー キ

ー ヤ教 団 の シ ャイ フが ア フマ デ ィ ーヤ 系 の諸 教 団 とタ ンタ ー の バダ ウ ィー の墓 廟 に対

す る優 越 した 地 位 を獲 得 した 。 しか し， タ ンタ ーの 墓 廟 に対 す る事 実 上 の支 配 権 は ，

シ ンナ ー ウ ィー ヤ教 団 の設 立 者 で あ る Ｍ ｕｂａｍ ｍａｄ　ａｌ－Ｓｈｉｎｎａｗｉ（１５２６ 年 没 ） の子

孫 の手 中 に あ った ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 １９７８：１４－－１６］。 この ヨ ン グの 研究 で は １９世紀 の ア フ

マ デ ィー ヤ は１３の 支 教 団 よ り構 成 され て い た こ と とな り， ア リー ・ム バ ー ラク の挙 げ

る１６よ り，少 し， 少 な い こ と とな る。 この １３の支 教 団 は後 世 には教 団 （重ａｒ至ｑａ） と呼

ば れ る こ と とな るの で ， こ こで は支 教 団 も一 括 して 教 団 と呼 ぶ こ と とす る。

　 これ らの ア フマ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 が１９世 紀 の 公 認 教 団 全 体 の 中 で 占 め る位 置 は き

わ め て 大 きか った 。１８４０年 代 の公 認 教 団 リス トで は， ザ ー ヒデ ィー ヤ教 団 とス トゥ ー

ヒ ー ヤ教 団 が欠 け て い る もの の ，１８７２年 の公 認 教 団 リス トに は この １３の 教 団 の 総 て が

名 を連 ね て い る。 ス ー フ ィー教 団 行 政 シス テ ム が大 き く変 貌 した直 後 の ， 今 世 紀 初 頭

の １９０６年 の公 認教 団 リス トに お いて も，ザ ー ヒデ ィー ヤ教 団 とフ ム ー デ ィ ー ヤ教 団 が

欠 け， ス トゥー ヒー ヤ教 団 が シ ャ ー ジ リー ヤ教 団系 統 とさ れ て い る こ とを の ぞ け ば，

他 の諸 教 団 は公 認 教 団 リス トに名 を連 ね て い る。 しか も，１８４０年 代 末 の公 認 教 団 の総

数 ２０の うち， ア フ マ デ ィ ー ヤ系 の諸 教 団 は１１を 占 あ て お り，１８７２年 の公 認 教 団 総 数 ２９

の うち ，１３を 占 めて い る ので あ る ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：３６－３７，６９－７０］。 した が って ，

この ア フ マ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 を １９世 紀 エ ジプ トの公 認 教 団 を代 表 す る もの と見 な し

て さ しつ か え な いの で あ る。

　 これ らの ア フマ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 は組 織 と して は 独 立 性 が 強 く，各 々 の教 団 の シ

ャイ フの職 は教 団 創 立 者 で あ る聖 者 の子 孫 に よ って 占め られ る こ とが 多 か った 。 しか

し， こ こで は ア フマ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 の共 通 項 に留 意 しつ つ ，公 認教 団 の一 般 的特

徴 に つ い て検 討 して い く こ と と しよ う。 こ れ らの ア フ マ デ ィ ー ヤ系 の 諸 教 団 は旗 や タ

ーバ ンの 色 と して赤 色 を シ ンボ ル ・カ ラー と して用 い て い た
。 これ らの 諸 教 団 の も っ

と も重要 な宗 教行 事 の ひ とつ に マ ウ リ ドが あ る が ， そ の 日付 け は教 団 に よ って異 な っ

て いた 。 しか し， この 日付 け を太 陰暦 で あ る ヒジ ュ ラ暦 に よ らず ， 太 陽 暦 の コプ ト暦

に よ るの が これ らの ア フマ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 の特 質 で あ る。 例 え ば， バ イユ ー ミー

ヤ教 団 の マ ウ リ ドは ， １９世紀 に は １０．月 に行 わ れ て い た ら しい が ，今 世 紀 に は ３月 に行

わ れ る よ う にな った 。 この １週 間 か ２週 間 後 に マ ル ズ ー キ ー ヤ教 団 の マ ウ リ ドが行 わ

れ た ［Ｍ ｃＰＨＥＲｓｏＮ　 Ｉ９４１：４０－４１，１７３－１７４，２４３－２４６］。
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　 つ い で ，公 認 教 団 の 一般 的 特 徴 につ い て考 え て み よ う。 これ らの教 団 は ジ クル ６》や

マ ウ リ ドな どめ 宗 教 行 事 を行 った が ， こ とに ， マ ウ リ ドは重 要 で あ った 。 この 際 に は，

教 団 員 が 教 団 の 旗 を か か げ て行 進 を行 い ， こ の祝 祭 の舞 台 と な る聖 者 の廟 の傍 ら に建

て られ た テ ン トで 公 開 の ジ クル が行 わ れ ，参 列 者 た ち に食 物 や 飲 物 が 自由 にふ るま わ

れ た 。 この マ ウ リ ドの 日付 け は ，個 々 の教 団 の慣 行 に よ っ て， 実 質 的 に は決 ま って い

た もの の， マ ウ リ ドの 挙 行 には ， 正 式 に は州 知 事 の許 可 が必 要 で あ った 。 そ の た め ，

バ ク リー家 の シ ャ イ フが仲 介 を行 う こ と とな っ て い た。 ア フマ デ ィ ー ヤ教 団 の最 大 の

宗 教 行 事 で あ る， ア フマ ド ・ア ル ・バ ダ ウ ィー の マ ウ リ ドの挙 行 の 際 に は， バ ク リー

家 の シ ャィ フが タ ンタ ーに赴 くこ とが慣 例 とな って い た。 こ の た め， マ ウ リ ドや ジ ク

ル な どの 宗 教 行 事 を 行 う にあ た って ，公 認 教 団 はバ ク リー家 の シ ャイ フの支 配 を 受 け

る こ と と な った 。 １９世紀 初 頭 ， この シ ャイ フの ヘゲ モ ニ ー の確 立 とと も に， 公 認 教 団

は 「カダ ム」 （ｑａｄａｍ ） の権 利 と呼 ばれ る もの を保 障 され るよ うに な った。 こ の 権 利

は， これ らの 定 期 的 に行 わ れ る宗 教 行 事 を行 う権 利 や改 宗 者 を獲 得 す る権 利 な どを 指

し， 特 定 の地 域 で 特 定 の 教 団 に優 先 的 ， 排他 的 に保 障 さ れ る も の で あ った 。 つ ま り，

公 認 教 団 はバ ク リー家 の シ ャ イ フの ヘ ゲ モ ニ ー を承 認 す る こ とに よ って ， 特定 の 地 域

で 既 得 権 と して 行 使 して きた諸 権 利 を 「カ ダ ム」 の権 利 と して ， 正 式 に認 知 され る こ

と とな った の で あ る。

　 これ らの 諸 教 団 は カ イ ロで行 わ れ た 重要 な宗 教 行 事 に ， い わ ば， 主 役 的 な 立 場 で 参

加 した こ とは よ く知 られ て い る。 例 え ば ， ヒ ジュ ラ暦 の ３番 目 の月 で あ る ラ ビ ー ・ア

ル ・ア ッワル 月 に行 わ れ た 預 言者 ム ハ ンマ ドの マ ウ リ ドに お い て は， これ らの諸 教 団

はバ ク リー家 の シャ ィ フの 指 導 の も とに大 き な 役 割 を 果 し た ［古 林 　 １９８６ｂ：１５８－

１６０］。 この ほか ，ヒジ ュ ラ暦 の１０番 目の 月 で あ る シ ャ ッ ワー ル月 に行 わ れ た ，キ ス ワ７）

を メ ッカ に運 ぶ 際 の パ レー ド， そ の ３週 間 後 に行 わ れ た ， マ フ マル ８）の ７ｘｅレ ー ドに も

これ らの 諸 教 団 が 参加 した 。 １８７２年 に は ， こ のマ フマ ル の パ レー ドに際 して の諸 教 団

の 行 進 順 序 もバ ク リー 家 の シ ャイ フ と公 認 教 団 の長 た ち の間 で合 意 を 見 た 。 この 中 に，

１３の 教 団 の 名 が 見 え るが ， そ の う ち， ア フマ デ ィー ヤ系 の教 団 は１０を 数 え て お り， こ

と に， マ ル ズ ー キ ー ヤ教 団 は殿 を つ とめ ， マ フマ ル の直 前 を進 む とい う名 誉 あ る立 場

を 認 め られ た ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 １９７８：６７－６８］。 バ ク リー家 の シ ャイ フの 指 導 下 に行 わ れ

た ， これ らの 宗 教 行 事 を行 うに あ た り， これ らの行 事 の費 用 は， ワ ク フか らの収 入 に

６） ジクル とはスーフィー教団の宗教的勤行のなかで最 も重要 なものであ り，特定の章句を くり

　 返 しとなえる ことより成 る。

７） キス ワとはメ ッカのカーバにか ける覆いの ことで，年に １度，取替え られ るのがな らわ しで

　 あ り， エジプ トで作 られてメ ッカにはこばれた。

８） マフマル とはメ ッカ巡礼 の際，巡礼者 たちに随行する， ラクダの背に乗せ られた輿 のこと。
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よ った り， 国 庫 か らの補 助 を うけ る こ ととな って いた 。

　 この よ うに ，公 認 教 団 はバ ク リー家 の シ ャィ フの 指 導 の も と に宗 教 行 事 を 行 って い

た が ，教 団 の人 事 に つ い て も支 配 下 に あ っ た。 も と よ り， 各 教 団 の 長 の 職 は ， 教 団 創

立 者 で あ る聖 者 の子 孫 が世 襲 す る こ と が多 か った の であ るが ， 正 式 に は ， バ ク リー家

の シ ャイ フの任 命 を必 要 と して お り， 時 に は解 任 され る こ と も あ った 。 １８９１年 に，新

し くバ ク リー家 の シ ャイ フ に就 任 した Ｍ ｕｈａｍ ｍａｄ　Ｔａｗｆｉｑ　ａｌ－Ｂａｋｒｉは ， や が て ，

マ ル ズ ー キー ヤ教 団 の 長 で あ る Ｍ ｕｂａｍｍａｄ　Ｓｈａｍ ｓ　ａｌ－Ｄ了ｎ の 反 抗 を うけ た 。 この

マ ル ズ ー キ ー ヤ教 団 は ア フマ デ ィ ー ヤ系 の 諸 教 団 の 中 で こ と に優越 した地 位 に あ った

こ とで知 られ て い る。 しか し， タ ウフ ィ ー ク ・アル ・バ ク リー は この 反 抗 を し りぞ け ，

シ ャム ス ・ア ッデ ィ ー ンを マル ズ ー キ ー ヤ教 団 の 長 の ポ ス トか ら廃 し， バ ク リー家

の シ ャイ フが各 教 団 の長 を任 命 す る権 限 の あ る こ とが 再 確 認 され た の で あ った ［ＤＥ

ＪｏＮＧ　　ｌ９７８：１２５－１２６］。

　 今 ま で ，公 認 教 団 の 代 表 例 と して ア フマ デ ィ ー ヤ系 の 諸 教 団 につ い て 考 察 して きた

が ， これ らの諸 教 団 の特 質 につ い て整 理 して み よ う。 ま ず ， す で に確 認 した よ うに ，

１９世 紀 の ア フ マ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 は１９世 紀 を 通 じて 公 認 教 団 と して の 地 位 を 享受 し

て い た。 こ の公 認 教 団 と して の安 定 した 地 位 は これ らの 諸 教 団 の 勢 力 の拡 大 に貢 献 し

た ら しい。 個 々 の教 団 の メ ンバ ー数 の増 減 につ いて の 数 量 的 デ ータ は 知 られ て い な い

が ， そ の数 は， 恐 ら く増 大 した こ と は確 実 で あ る。少 な くと も， タ ンタ ー の ア フマ ド

・アル ・バ ダ ウィ ーの マ ウ リ ドへ の 参 詣 者 の 数 が １９世紀 後半 期 以降 ， 急速 に増 大 した

こ とは確 認 さ れ て い る。 １８５６年 に は タ ンタ ー に も鉄 道 が 開 通 し， そ の 結 果 ， １８６０年 代

と７０年 代 に は そ の参 詣 者 の 数 は５０万 人 にの ぼ り， 世紀 前半 期 に は そ の数 は１０万 人 か ら

１５万 人 と考 え られて い る の に比 す れ ば大 幅 な増 加 を 示 して い る　 ［ＢＡＥＲ　 ｌ９６９：１３８－

１３９］。 そ して ， 今 世 紀 初 頭 には ，そ の 参 詣 者 数 は 毎 年 の メ ッカ 巡礼 者 の数 の倍 以 上 に

及 ん だ と言 わ れて い る ［古 林 　 １９８６ａ：８９－９０］。

　 この よ う に公 認 教 団 と して の ア フマ デ ィー ヤ系 の諸 教 団 は １９世紀 に は隆 盛 に 向 か っ

た こ とは確 実 で あ る。 しか し， そ の反 面 ， 見 落 して はな らな い事 実 が あ る。１９世 紀 の

ア フ マ デ ィ ー ヤ系 の諸 教 団 の殆 ん ど は１８世 紀 ま で に成 立 して お り，１９世 紀 に は ア フ マ

デ ィ ー ヤ系 の新 興 教 団 は あ ま り， 生 れ な か った ら しい 。 １８世紀 の バ イ ユ ー ミー ヤ教 団

の活 動 を最 後 と して ， １９世 紀 に は， この 系 統 の新 興 教 団 運動 は ， あ ま り見 られ な い。

若 千 の例 外 と して ， ザ ー ヒデ ィ ー ヤ教 団 が １９世紀 に は ， あ る程 度 ，新 興 教 団 運 動 を行

っ た ら しい し， 公 認 教 団 で は な い が ， Ｂａｎｄ瓦ｒｉｙｙａ 教 団 が 下 エ ジプ トの地 で 新 興 教 団

と して ・ 一 時 期 有 力 で あ った ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：７２，４１４】 こ とが 知 られ て い る に と
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どまる。結局，この系統の教団はイスタブ リッシュされた教団であるということであ

る。古い伝統をもつこれらの諸教団はバク リー家のシャイフのヘゲモニーの下で公認

教団として安定 した地位を保障された反面，新興教団運動を生み出 していく活力を喪

失 していったものと思われる。

　 さらに，この公認教団としてのアフマディーヤ系の諸教団の分布地は下エジプ トの

地やカイロであったことも注目される。公認教団はカダムの権利の施行 と結びついて

おり，カダムの権利の原理は１８７０年代までは，上エジプ トの地に広まらなか ったこと

を考え合わせると，公認教団の拠点の地理的分布をこれらの諸地域に特定できよう。

これらの諸地域は，政治史的には，ムハ ンマ ド・アリー王朝の権力が，比較的初期よ

り確立されていた地域でもあり，エジプ ト国家の権力の浸透度の強い地域でもあった

ことはよく知 られている。とにか く，この公認教団は近代エジプ トのスーフィー教団

を代表するタイプであると言えよう。 しかしながら，これらの諸教団には，このタイ

プの教団にのみ帰せられる特質 も多 く，この特質については，今まで論 じてきたとこ

ろであるが，この特質が，当時のエジプ トのスーフィー教団全体に見 られるとは必ず

しも言い難い。そこで，別のタイプの教団をも検討 していくことによって，エジプ ト

のスーフィー教団の全体像に向かって接近 していく必要がある。

３． 上 エ ジ プ トの マ フデ ィー運 動 と 「非 公 認 教 団」

　　　　一 ハ ル ワ テ ィー ヤ教 団 を中心 に９）一

　 今 ま で公 認 教 団 につ い て考 察 して きた の で ，以 下 に お い て は ，「非 公 認 教 団」 に つ

い て考 察 して い く こ とに しよ う。 その 際 ， 考 察 の 舞 台 を上 エ ジプ トの地 に絞 っ て み よ

う。 も とよ り，公 認 教 団 以 外 の 教 団 が 非 公 認 教 団 で あ るか ら， 非公 認 教 団 そ の も の は，

下 エ ジ プ トに もカ イ ロ に も多 数 ， 存在 した こ とは言 うまで もな い。 しか し， この 上 エ

ジ プ トの 地 の非 公 認 教 団 を と りあ げ た の は ， この地 域 の非 公 認 教 団 が， 今 まで 考 察 し

て きた ア フマ デ ィ ー ヤ系 の 諸 教 団 と対照 的 な特 質 を示 して い る か らで あ る。

　 こ の上 エ ジ プ トの 地 は， エ ジプ トで も周縁 部 的地 位 に あ り， カ イ ロを拠 点 とす る ム

ハ ンマ ド ・ア リー王 朝 の 支 配 を 容 易 には 受容 れ な か った し，１９世 紀 を 通 じて ， しば し

ば， 農 民 一 揆 の 舞 台 で もあ った 。 この 地域 は ，元 来 ， ス ーダ ンや 海 路 を 通 じて ア ラ ビ

ア半 島 の東 部 ， つ ま り， ヒジ ャ ーズ 地方 と も深 く結 びつ い て お り， カ イ ロや 下 エ ジ プ

９）以下に論 じる上エ ジプ トにおけるマフデ ィー運動お よびハル ワティー ヤ系諸教団の活動 につ

いては，詳 しくは，拙稿 ［古林　 １９８５］を参照 されたい。

７８８



古林　 近代 エ ジプ トにおけるスーフ ィー教団について

トの地 とは異 な り， カ イ ロの ム ハ ンマ ド ・ア リー王 朝 の支 配 の 確 立 は容 易 で は な か っ

た。 この よ うな 政 治史 的事 情 は宗 教 事 情 ， ス ー フ ィ ー教 団 の あ り方 に も影 響 を 及 ぼ さ

ず には い な か った。

　 １９世 紀 初 頭 ， ム ハ ンマ ド ・ア リー に よ って バ ク リー家 の シ ャ ィ フを 頂 点 とす る公 認

教 団 の シス テ ム が 下 エ ジプ トや カ イ ロで樹 立 され つ つ あ った 頃 ， 上 エ ジプ トの 地 は ，

宗 教 的 には ，全 く，異 な った状 況 に あ っ た。 １８２０年 代 か ら６０年 代 にか け て ， この地 域

で は ， マ フデ ィー運 動 と い う宗 教 運 動 が しば しば起 って いた こ とが 注 目 され る。 この

マ フデ ィー運 動 そ の もの は必 ず しも， ス ー フ ィ ー教 団 運 動 とは 同 一 の もの で は な い が ，

この マ フデ ィー運 動 の考 察 は上 エ ジ プ トの 非 公 認 教 団 の 運 動 を 理 解 す る こ とに貢 献 す

る こ と と思 わ れ る の で ， こ こで と り あげ る こ と と した い。 １９世紀 の 上 エ ジプ トの マ フ

デ ィー運 動 の把 握 につ い て ， 鋭 い見 解 を示 して い るの は ， Ｒ ．シ ュル ツェ で あ る。 シ

ュル ッ ェは こ の マ フ デ ィ ー 運 動 を Ｅ・ホ ブ ズ ボ ー ム の 有 名 な 「社 会 的 匪賊 」 （ｓｏｃｉａｌ

ｂａｎｄｉｔ） の 観 念 を援 用 しつ つ ，分 析 を行 って い る。

　 シュ ル ッ ェに よれ ば， こ の地 域 の マ フデ ィ ー運 動 は ， マ フデ ィー と呼 ば れ る救 世 主

的人 物 の到 来 を求 め る宗 教 運 動 で あ り， この 運 動 は 農 民反 乱 と結 び つ く こ とが多 か っ

た。 そ して ， この 運 動 の イデ オ ロギ ーは 「千年 王 国主 義」 と して定 式 化 さ れ る も ので

あ ？た。 こ の イデ オ ロ ギ ー は， 現在 の 悪 しき世界 を完 全 に拒 否 し，真 の イ ス ラー ムが

そ こで告 げ られ る よ うな 正 義 の 王 国 を追 求 す る もの で あ り， そ れ は ， マ フ デ ィ ー と い

う救 世 主 の到 来 に よ っ て可 能 にな る と期 待 さ れ る も の で あ っ た ［ＳＣＨＵＬＺＥ　 ｌ９８１：

７９－８０，８４］。 この ラデ ィ カル な ，反 権 力 的 な性 格 は以 後 の上 エ ジ プ トの 宗 教 運 動 の上

に大 きな 影 響 力 を及 ぼ す こ と とな った こ とと思 わ れ るの で あ る。

　 そ こで ， ま ず ， １８２０年 代 の マ フ デ ィー運 動 の考 察 か ら始 め よ う。 この 時期 の マ フデ

ィ ー運 動 の 舞 台 は ，上 エ ジプ トの ケ ナ ー州 で あ った 。 こ と に， １８２４年 に ，Ａｂｍ ａｄ　ｉｂｎ

Ｉｄｒｉｓ と い う人 物 にひ き い られ た マ フデ ィー運 動 は農 民 反 乱 と結 びつ いて 大 規模 な も

の とな った 。 この 人 物 は ， ヒ ジ ャー ズ か ら紅 海沿 岸 の港 町 ク サ イル に来 た り， こ こに

上 陸 した 後 ， ケ ナ ー の 町 に 入 り，叛 徒 を彼 の周 りに集 め ， さ らに農 民 の 支 持 を 獲 得 し

た 。 この指 導 者 は エ ジ プ ト農 民 の苦 しみ を 終 らせ ， ムハ ンマ ド ・ア リー を裁 くた め に

神 とそ の預 言者 よ り派遣 さ れ た と称 し， ムハ ンマ ド ・ア リーを 「不 信 仰 者 」， 「キ リス

ト教 徒 の パ シ ャ」 で あ る と弾 じ， 彼 を イ ス ラ ー ム の敵 とみ な し， 彼 に対 す る闘 い を呼

びか けた の で あ った ［ＳｃＨｕＬｚＥ　１９８１：８４－８５；ＢＡＥＲ　ｌ　９６９：９７－９８］。 この マ フデ

ィー 運動 は ス ー フ ィー教 団 運 動 と も結 びつ きを も って いた ら し い。

　 この反 乱 の指 導 者 で あ る ア フマ ド ・イ ブ ン ・イ ド リース と い う人 物 につ い て は， ス
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一 フ ィー で あ り
， しか も， ワ ッハ Ｌ ブ派１０》の影 響 も う けた ，有 名 な 改革 者 で あ る ア フ

マ ド ・イ ブ ン ・イ ド リー ス （１７６０－－１８３７） との 関係 が 問題 とな る。 こ の有 名 な人 物 そ

の人 が ヒ ジ ャー ズ か ら上 エ ジ プ トに現 れ て マ フデ ィー を 称 した の か ， マ フ デ ィ ー を称

した人 物 が この有 名 な人 の名 を詐 称 したの か定 か で は な い。 しか し， い ず れ にせ よ ，

この 上 エ ジプ トの地 の ケ ナ ー州 に は， ス ー フ ィ ーの ア フマ ド ・イブ ン ・イ ド リー ス が

ヒ ジ ャー ズ で 活動 す る前 に ， 一 時期 ，滞 在 して いた こ と は事 実 で あ り ［ＴＲＩＭＩＮＧＨＡＭ

１９７１：ｌｌ５］， この地 域 に彼 の影 響 力 がす で に及 ん で いた こ と は事 実 で あ ろ う。 とに

か く， ま だ 今 後 の検 証 に待 つ と ころ が多 い と は いえ ， １９世 紀 上 エ ジプ トの ス ー フ ィー

教 団 運 動 は ラデ ィカ ル な マ フデ ィー運 動 との 結 びつ きを も って ス タ ー トした と思 わ れ

る。

　 この 上 エ ジプ トの マ フデ ィー運 動 の捧 尾 を飾 る もの は， アス ユ ー ト州 ， ジル ジ ャー

州 で ， １８６５年 に勃 発 した Ａｂｍａｄ　ａｌ－Ｔａｙｙｉｂ と い うマ フデ ィ ーの 運動 で あ る。 この

運 動 の 指 導 者 は ハ ル ワテ ィー ヤ教 団 系 の Ｓａｍｍａｎｉｙｙａ教 団 との つ な が りを持 って い

た ［ＳｃＨｕＬｚＥ　 ｌ９８１：８６－８７］。 彼 は総 ての 財 産 の 分 配 ， 総 て の ウラマ ー１１》を殺 す こ

と， 学 識 あ る者 た ち によ る総 て の神 学 的学 説 を破 壊 し， 一 種 の啓 示 あ るい は 彼 自 身 の

コ ー ラ ン解 釈 を 説 こ う と望 ん で い る と うわ さ さ れ た ［ＧｏＲＤｏＮ　 １９６９：２０９］。 この

マ フデ ィ ーの ア フマ ド ・ア ッタ イ イ ブ の属 して いた サ ンマ ーニ ー ヤ教 団 には ， ス ーダ

ンのマ フ デ ィ ー と して あ ま りに も有 名 な Ｍ ｕｂａｍ ｍａｄ　Ａｈｍａｄ１２）も一 時 期 ， 帰 属 し

て い た こ とで 知 られ て い るか ら， この サ ンマ ー ニ ー ヤ教 団 は マ フ デ ィ ー運 動 と結 び つ

く傾 向 を 一 般 に も って い た ら しい 。

　 とに か く， １９世 紀 の 上 エ ジプ トと い う周 縁 部 的地 域 で 勃 発 した マ フデ ィー 運 動 は

「千 年 王 国 主 義 」 の イデ オ ロ ギ ーで 武 装 して お り， 農 民 を支 持 層 と し て 「社 会 的 匪

賊 」 の運 動 の タ イプ を 体 現 して いた 。 この ラデ ィカ ル な運 動 は カ イ ロを拠 点 とす る ム

ハ ンマ ド ・ア リー王 朝 の 支 配 に対 す る上 エ ジプ トの民 衆 の反 抗 を体 現 す る も のだ った 。

こ のマ フ デ ィ１　一一運 動 の 舞 台 は１８６０年 代 を 最 後 に， 上 エ ジプ トか らス ー ダ ンに移 った が ，

この上 エ ジ プ トに お け る ス ー フ ィ ー教 団 運 動 は下 エ ジプ トや カ イ ロな ど の そ れ とは異

な り，以 後 も ラデ ィカル な 運 動 と して の 性 格 を も ちつ づ け る こ と とな るの で あ る。 こ

の点 の事 情 を この地 域 に お け るハ ル ワ テ ィ ーヤ 教 団 の 運 動 を 中 心 と して見 て い くこ と

１０） ワ ッハ ー ブ派 とは １８世 紀 半 ば にア ラ ビア半 島 で ムハ ンマ ド ・プ ン ・ア ブ ド ・ア ル ワ ッハ ー ブ

　 （１７０３－１７９１） を指 導 者 と して お こ った イ ス ラム 改革 運 動 の こ と。

１１） ウ ラマ ー と はイ ス ラム の宗 教 学 者 ，宗 教 指 導 者 た ちの こ とを さ す 。

１２） ム ハ ンマ ド ・ア フ マ ド （１８４４－ １８８５） は１８８１年 ， ス ー ダ ンで マ フデ ィーを 宣 言 し，つ いで ，

　 エ ジプ ト軍 ， イギ リス軍 を破 り彼 の指 導 す る国 家 を樹 立 した。

７９０



古林　 近代 エジプ トにお けるスー フィー教団について

と しよ う。

　 この 教 団 は， ｋｈａｌｗａ’と呼 ば れ る 個室 に ス ー フ ィ ーが 入 って修 業 す る こ と で よ く

知 られ て い るが ， 教 団 組 織 の 次元 で は ， 多 くの巣 分 か れ した小 教 団 を次 々 と生 み だ し

た こ と に特 徴 が あ る。 この 教 団 は ，古 く，１６世 紀 初 頭 よ り エ ジ プ トで 活 動 を 開 始 して

い る も の の ， １８世 紀 に Ｍ ｕ§ｔａｆａ　ｉｂｎ　Ｋａｍａｌ　ａｌ－Ｄｉｎ　ａｌ－Ｂａｋｒ１ （１７４９年 没 ） が シ リ

ァか らエ ジプ トに来 た り， エ ジプ ト人 の弟 子 を多 く作 った こ と に よ って ， そ の 教勢 は

増 大 した 。 １８世紀 か ら１９世紀 に入 る と この教 団 の性 格 が大 き く変 化 した 。 １８世 紀 に は

ウ ラマ ーや 商 入 を支 持基 盤 と した教 団 で あ り， 地 域 的 に も カ イ ロの よ うな 都 市 部 を拠

点 と して いた ［ＧＲＡＮ　 ｌ　９７９：４２－４７］。 １９世 紀 に入 る と民 衆 ， こ と に農 民 を支 持層 に

した 民 衆 型 の教 団 に発 展 し，活 動 の拠 点 も農 村 部 に移 って い った 。 そ の結 果 ， 上 エ ジ

プ トの 各 地 に多 くの ハ ル ワテ ィー ヤ系 の諸 教 団 が 成 立 した 。 この ハ ル ワテ ィ ーヤ教 団

の 発 展 は ， 単 一 の教 団 が 組織 を拡 大 して大 教 団 に発 展 す る と い う形 を と らな い６ 数 多

くの 小 教 団 の 数 の増 大 とい う形 を と り， いわ ば， 単 分 か れ して 発 展 して い くと い う形

を と る。 つ ま り，単 一 の教 団 は， あ る程 度 発 展 す る と， シャ イ フの 弟 子 ， こ とに教 団

幹 部 で あ るハ リー フ ァが新 教 団 を作 って独 立 す る とい う形 を と る の で あ る。 しか も，

これ らの諸 教 団 の 多 くは公 認 教 団 で は な く， 非 公 認 教 団 で あ り， バ ク リー家 の シ ャィ

フの 統 制 下 に は入 って いな か った ［古 林 　 １９８５：６－１１］。

　 この 上 エ ジプ トの ハ ル ワテ ィー ヤ系 の諸 教 団 の活 動 の 実 態 を ミン ヤー 州 を 例 と して

見 て み よ う。 この 地 で の ハ ル ワテ ィー ヤ 教 団 の 活動 の基 盤 は Ｉｂｒａｈ五ｍ　ａｌ－Ｓｈｕｌｑａｍｉ

（１８１８年 没 ） と い う， シ ャ リー フの 出 自で は あ るが 文 盲 の シ ャ イ フに よ って 作 られ

た 。 彼 の弟 子 た ち に よ って ， ‘ｌｍｒａｎｉｙｙａ 教 団 や Ｑ ａｙａｔｉｙｙａ 教 団 な どが設 立 され た

が ， こ こで は カ ー ヤ ー テ ィー ヤ教 団 に焦 点 を 合 わ せ る こ と と しよ う。 この教 団 は ミ ン

ヤ ー州 の Ｑ．ａｙＥｔ村 を拠 点 と して 発 展 した小 教 団 で あ る。こ の村 の 出身 者 に ‘Ａｂｄ　ａｌ一

上ａτヱｆａｌ－ｑ ａｙａｔｉ （１８４２年 没 ） とい う人 物 が お り， この 人 物 は シ ャ リー フの 出 自で ，

ア ズ ハ ル １３）に学 ん だ 人 で あ った が ， 前述 の イ ブ ラ ー ヒー ム ・ア ッ シュ ル カ ー ミーの

指 導 の 下 に ハ ル ワテ ィー ヤ教 団 に入 信 した。 彼 は故 郷 のカ ー ヤ ー ト村 を拠 点 と して，

カ ー ヤ ーテ ィー ヤ教 団 を設 立 した。 以 後 ， この 人 物 の 子孫 が この 教 団 の 長 とな り， こ

の家 族 は カ ー ヤ ー テ ィー家 と呼 ばれ て い る。

　 この教 団 の教 団組 織 が実 質 的 に形 成 され た の は ， ア ブ ド ・ア ル ・ラテ ィー フの子 で

あ る ‘Ａｂｄ　ａｌ－Ｊａｗａｄ （１８１２－１８７０）の 時 代 で あ る と考 え られ て い る。 この人 物 もア ズ

１３）アズハル はカイロにあ るモスクで，宗教教育の一大 セ ンターであ り，その点で，エ ジプ トの

　みな らず， イス ラム世界全体の中で最 も権威のある地位を占めている。
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ハ ル で学 ん だ 後 で ， 郷 里 の 村 に帰 り， この村 で父 の創 始 した教 団 の指 導 者 とな った の

で あ る。 この人 物 は金 曜 日の 前 夜 と土 曜 日の前 夜 に コー ラ ン朗 唱 の会 合 を 定 期 的 に開

催 し， この会 合 のた め に， そ れ ま で ， この村 で金 曜 日に 開 か れ て は い た も の の さ びれ

て い た定 期 市 が 再 び 活 況 を呈 す るよ うに な った。 こ の よ う に宗 教 行 事 の 開催 と商業 活

動 とが結 合 して い る現 象 が 見 られ て興 味 深 く， こ の こ とが こ の教 団 の 教 勢 の 拡 大 に貢

献 した ら しい。 この カ ーヤ ーテ ィー ヤ教 団 は ， ア ブ ド ・アル ・ジ ャ ワ ー ドの ２人 の 息

子 ， Ｍ ｕｂａｍｍ ａｄ （１８３８－１９０２） と Ａｂｍａｄ の指 導 の も とで さ らに発 展 を見 た 。 この

兄 弟 は， と も にア ズ ハ ル で 学 ん だ後 ，父 の死 後 ，兄 の ムハ ンマ ドは カ ー ヤ ー トの村 に

と どま って 教 団 の 指 導 にあ た り，弟 の ア フ マ ドは ア ズハ ル で の 教授 活動 を続 け た 。 こ

の 兄 弟 の 指 導 の 時代 に ，父 の ア ブ ド・アル ・ジ ャ ワ ー ドと祖 父 の アブ ド・アル ・ラテ ィー

フの た め に ， 毎 年 ， マ ウ リ ドが 定 期 的 に 開催 され る よ う にな った ［‘ＡＬｉ　Ｍ ＵＢＸＲＡＫ

Ｉ８８６－１８８８：ｖｏｌ．１４，９５－９７；Ｄ肌 ＡＮｏｕＥ　 １９８２：ｖｏｌ．１，３１０－３２２］。

　 この教 団 は この兄 弟 の指 導 の も とで ， ラデ ィ カル な 政 治行 動 を行 い ，有 名 とな った 。

オ ラ ー ビー 革命 （ア ラ ビ ・パ シ ャの乱 １４）） に際 して は ，この兄 弟 は革 命 派 に身 を投 じ

た の で あ った。 この革 命 に際 し， エ ジ プ トの ス ー フ ィー教 団 の 多 くは革 命 派 に対 して

冷 淡 な態 度 を示 し， 当時 のバ ク リー家 の シ ャイ フは オ ラー ビー軍 を撃 破 して カ イ ロ に

入 城 した英 軍 司令 官 Ｗ ｏｌｓｅｌｙ 将 軍 を 入城 の そ の夜 に は宴 に招 い た ほ どで あ った ［ＤＥ

ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：１２１］。 こ の カ ー ヤ テ ィ ー ヤ教 団 は オ ラー ビー側 に つ い た 数 少 な い教 団

の ひ とつ で あ る。 こ の運 動 の挫 折 後 ， この ２人 の兄 弟 は捕 わ れ ， シ リア に追 放 され ，

１８８３年 か ら８６年 ま で ベ イル ー トで亡 命 生 活 を送 る こ と とな った。 この教 団 の 活 動 は ２

人 の指 導 者 を失 った後 も存 続 して い た ら しい。１８８５年 ，ア ス ユ ー トの北 で 捕 え られ た 男

女 ４０人 く らい の 匪賊 の グル ー プ は こ の教 団 の 関係 者 で あ った ら しい ［ＬＥ　ＣＨＡＴ肌 ＩＥＲ

ｌ８８７：７４－７５］。

　 今 ま で ， カ ー ヤ ー テ ィ ー ヤ教 団 を 例 に と って 上 エ ジプ トのハ ル ワテ ィー ヤ系 の教 団

の 活 動 を検 討 して きた が ， この カ ー ヤ ーテ ィー ヤ教 団 は オ ラー ビー革 命 と結 び つ くラ

デ ィカル な政 治活 動 を行 っ た教 団 で あ るが ， この よ うな性 格 は この地 域 のハ ル ワ テ ィ

ー ヤ系 の諸 教 団 に共 通 して 見 られ る ら しい
。 この点 につ い て ， ル ・シ ャ ト リエ は１８８０

年 代 後 半 期 の これ らの 教 団 につ いて ， オ ラ ー ビー革 命 挫 折 以 後 も，英 国 勢 力 ， ヘ デ ィ

ブの 政 府 に対 して恐 るべ き敵 で あ りつ づ け， 当 時 ， ス ー ダ ンを支 配 して いた マ フデ ィ

ー運 動 と も連 絡 を と りあ っ て い た と 推 察 して い る ［ＬＥ　ＣＨＡＴＥＬＩＥＲ　 ｌ８８７：７４］。 こ

１４）オ ラー ビー革命 とはア フマ ド・オ ラー ビー （１８４１－１９１１）を指導者 と して１８８１年か ら８２年 に

　 かけて展開 された反英的な民族運動 のこと。

７９２



古林　 近代エ ジプ トにおけるスー ワィー教団 につい て

の上 エ ジプ トのハ ル ワ テ ィ ー ヤ系 諸 教 団 の政 治 的 役割 ，教 団 の 内部 の構 成 な ど につ い

て は今 後 の 研 究 を 待 た ね ば な らな い と ころ が多 い と は い え， これ らの 諸 教 団 が 先 に述

べ た公 認 教 団 と はか な り異 な る性 格 を も って い た こと は確 か で あ る。

　 まず ， これ らの ハ ル ワテ ィー ヤ系 の諸 教 団 の特 質 は非 公 認 教 団 で あ る こ とに あ る。

今 まで 述 べ て きた カ ーヤ 己 テ ィー ヤ教 団 が公 認 教 団 の地 位 を 獲 得 した の は ナセ ル 時代

の １９６０年 に な って か らの こ とで しか な い ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 １９８３：２０３］。 中 に は， サ ー ウ

ィ ーヤ 教 団 の よ うに ，１９世 紀 に一 時 期 ，公 認 教 団 の 地 位 を得 た もの の ，す ぐに ， その

地 位 を 失 い， む しろ ，公 認 教 団 の地 位 を失 っ た後 に， 地 方 で 発展 を 遂 げ た ケ ー ス もあ

る ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：７０，１４３］。 とに か く， １９世 紀 の 上 エ ジプ トで は多 くのハ ル ワテ

ィ ー ヤ系 の 教 団 が生 ま れ た が ， こ の地 域 に はバ ク リー家 の シ ャ’イ フの支 配 も及 び に く

く， カ ダ ム の権 利 の原 理 も１８７０年 代 ま で， この 地 域 に は広 ま らな か った ので ， この 地

域 の ハ ル ワテ ィー ヤ系 の諸 教 団 の圧 倒 的 多 数 は 非公 認教 団 と して の地 位 に と ど ま った

の で あ る。

　 この結 果 ， これ らの諸 教 団 は先 に検 討 した ，公 認教 団 と して の ア フマ デ ィ ー ヤ系 の

諸 教 団 とは 対 照 的 な発 展 の ゴー ス をた ど った 。 これ らの ハ ル ワテ ィー ヤ系 の諸 教 団 は

い ず れ も，規 模 の小 さ い小 教 団 で あ った 。’カ ー 干 一 テ ィー ヤ教 団 もカ ー ヤ ー トの 村 の

住 民 に そ の メ ンバ ー は殆 ん ど限 られ て いた ら しい。 こあ村 ほ１９世 紀 の末 で ， 人 口１６００

人 か ら１７００人 く らい の規 模 で あ った ［ＤＥＬＡＮｏｕＥ　 ｌ９８２≧ｖｏｌ．１，３１０］。 した が って ，

この タ イ プ の教 団 は組 織 的 な大 教 団 は生 み だ さな か った。 しか し， その 反 面 ， 規 模 の

小 さ い小 教 団 が数 多 く生 まれ ，新 興 教 団 運動 の展 開 が 見 られ た こ とが注 目 され るの で

あ る。

　 そ して ， この よ うな規 模 の小 さ い教 団 が ， 政 治 的 に は ラデ ィカル な行 動 を と る こ と

が 多 か った 。下 エ ジ プ トの地 で も， ラ デ ィ カル な 政 治行 動 と結 び つ い た の は小 教 団 か

あ るい は ，大 教 団 の下 部 単 位 で あ った 。 例 え ば ，１９１９年 革 命 の際 ，下 エ ジ プ トの Ｓｉｒｓ

ａｌ－Ｌａｙｙａｎ 村 で， ワ フ ド党 １５）の地 方 委 員 会 の活 動 が 見 られ ， サ ボ タ ー ジ ュや ボ イ コ

ッ ・トの 活動 で村 人 を指 導 した が ， そ の 委 員 会 の 長 は ・Ｓａｙｙｉｄ　ａ１－Ｂａｇｈｄａｄｉ とい う

人 物 で あ った。 この人 物 はハ ル ワ テ ィー ヤ系 の小 教 団 の 指 導 者 で あ った ［ＢＥＲ２ＵＥ

１９５７：６６］。 この よ うに， 小 教 団 の方 が 政 治 的 に は ， 活発 な行 動 をす る と い う傾 向 は ，

上 エ ジプ トに 限 られ な か っ たの で あ る。

　 とに か く，近 代 エ ジ プ トの ス ー フ ィー教 団 につ い て は， 一 般 的 イメ ー ジ と して ，政

１５） ワフ ド党 とはサ ァド ・ザグルール （１８５７－１９２７）を指導者 とする民族主義政党で１９１９年革命

　において指導的役割を果 した。

７９３
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治 的 に は ， あ ま り活 発 な 行 動 を しな か った と と らえ られ る こ とが多 い。 た しか に， ア

ル ジ ェ リア の カ ー デ ィ リー ヤ教 団 の ア ブ ド ・アル ・カ ーデ ィル の 活動 ，．リビア で の サ

ヌ ー シ ー派 の 活動 ， ス ーダ ンで の ヤ フデ ィ ー派 の 活 動 な ど に見 られ るよ うに ， ア フ リ

カの 各 地 で は ス ー フ ィー教 団 が政 治 運 動 と結 び つ いた ヶ 一ス が 多 い 。 これ らの活 動 に

比 す れ ば， エ ジプ トの ス ー フ ィー教 団 に は ラデ ィ カル な 政 治 行 動 や民 衆 運動 と結 び つ

くケ ース は少 な か った と言 って よ い で あ ろ う。 しか しな が ら， そ の よ うな イ メ ー ジは

公 認 教 団 につ いて言 え る こ とで あ る。 他 方 で は， 多 くの 非 公 認 教 団 も存 在 した の で あ

り， カ ー ヤ テ ィ ー ヤ教 団 の よ うな ラデ ィカル な政 治 行 動 を 行 った 教 団 も存 在 した の で

あ る。少 な くと も， 上 エ ジプ トの よ うな， バ ク リー家 の シ ャイ フの ヘ ゲ モ ニ ー ， エ ジ

プ ト国 家 の 支 配 の貫 徹度 の 弱 い ，周 縁 部 的 地 域 に は， 必 ず しも， 国 家 の 管 理 ， バ ク リ

ー家 の シャ イ フの支 配 を受 け ず ， しば しば， 政 治 的 に も ラデ ィ カル な 行 動 を示 す タ イ

プ の教 団 も また存 在 した の で あ る。 した が って ，１９世 紀 の エ ジ プ トの ス ー フ ィー 教 団

は， 公 認 教 団 の グル ープ と非公 認 教 団 の グル ー プ とが併 存 して お り， 二 元 的 な 構 造 を

も って存 在 して い た と理 解 す べ きで あ る。

　 こ の１９世 紀 エ ジ プ トの ス ー フ ィ ー教 団 の あ り方 は ，１９世 紀 末 か ら今 世 紀 初 頭 にか け

て ，教 団行 政 シス テ ム の大 きな 変 革 を 経験 して い く こ と とな る。 この 結 果 ， 今 世 紀 に

は ， 国家 の教 団 に対 す る統 制 は よ り効 率 的 な もの とな り， 強化 され て き た と言 え る。

他 方 で は ， この時 代 か ら， サ ラ フ ィー ヤ運 動 １６）の 結 果 ， ス ー フ ィズ ム や ス ー フ ィー

教 団 に対 す る 批判 も激 化 した。 こ のた め ，今 世紀 の ス ー フ ィー教 団 は ，１９世 紀 よ り も，

よ り厳 しい状 況 に 置 か れ る こ と に な っ た と言 え る。以 下 にお いて は ， この新 しい状 況

下 で の ，現 代 エ ジプ トの ス ー フ ィ ー教 団 の あ り方 を ス ケ ッチ して み よ う。

４． 現代 エジプ トの教団の諸相

　 １８９５年 か ら１９０５年 に か け て行 わ れ た教 団行 政 制 度 の改 革 に よ って ，教 団行 政 の最 高

機 関 と して， 「ス ー フ ィー評 議 会 」 （Ａｌ－Ｍ ａｊｌｉｓ　ａｌ－§ｉｆｆｉ）カｓ設 置 され た 。 この 機 関 は，

現 在 で は， 「最 高 ス ー フ ィー評 議 会 」 と呼 ばれ て い る。 この評 議 会 の 長 が「ス ー フ ィ ー

教 団 シ ャイ フ長 」 （Ｓｈａｙｋｈ　ｍａｓｈａｙｉｋｈ　ａｌ－ｔｕｒｕｑ　ａｌ・Ｓｔｔｆｉｙｙａ） で あ る。 この 職 に は，

当時 のバ ク リー家 の シ ャイ フで あ る ムハ ンマ ド ・タ ウ フ ィー ク ・アル ・バ ク リ」が 任

命 され た ものの ， この ポス トは ， 従来 の よ うな バ ク リー家 の シ ャイ フの パ ー ソ ナル な

１６） サラフィーヤ運動 は１９世紀 末か ら今世紀初頭に， ムハ ンマ ド・アブ ドゥフ （１８４９－１９０５）を

　指導者 と してエ ジプ トで展開 されたイス ラム改革運動 のこと。

７９４
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権 威 に よ るの で は な く， 政 府 の 任 命 に よ る， よ り合 理 的 ， 制 度化 され た もの とな っ

た。 この 新 しい行 政 シス テ ム の も とに公 認 教 団 が組 み こ ま れ て い くこ と とな る。 この

「ス ー フ ィ ー評 議 会 」 は 公 認 教 団 の 長 た ちに よ って構 成 さ れ た が， 以 後 は この 評 議 会

が 傘 下 の 公 認 教 団 に 対 す る公 認 ，教 団 の長 の任 命 な ど の権 限 を行 使 す る こ と とな った

［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 Ｉ９７８：１３２－１６８］。 さ らに， この新 しい教 団行 政 シス テ ム は１９世紀 の もの

に く らべ て ， は るか に効 率 的 で あ り，全 エ ジ プ トを包 摂 す る力 を も って いた た め に１９

世紀 上 エ ジプ トの ハ ル ワテ ィー ヤ教 団 の よ う な ラ デ ィ カル な 性 格 を もつ教 団 の存 在 は

今 世 紀 に お い て は難 し くな った と言 え よ う。

　 この今 世紀 初 頭 に成 立 した教 団 行 政 シス テ ムの あ り方 は現 代 エ ジプ トに お い て も基

本 的 に は変 って いな い。 「最 高 ス ー フ ィ ー評 議 会 」 の 長 の ポ ス トは ， １９４７年 にバ ク リ

ー家 の シ ャ イ フの手 を 離 れ て現 在 に及 ん で い る ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 １９７５：８９］。 この 「最 高

ス ー フ ィー 評議 会 」 傘 下 の公 認 教 団 の数 も今 世 紀 に は増 加 の 一 途 を た ど った 。１９０６年

に はそ の 数 は３３で あ った が ，１９７０年 代 初 頭 で は６４に増 加 して お り， 非公 認 教 団 の数 を

合 わ せ る と， 当時 活 動 して い た 教 団 数 は約 １３０に達 して い た ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 １９７５：９１－

９２］。 現代 エ ジプ トに お い て も， 教 団 が公 認 教 団 と非 公 認 教 団 の ２つ か ら構 成 され て

い る こ とは 基 本 的 に は ，１９世 紀 と同一 で あ る。 この 共 通 の 枠 組 の も とで 「最 高 ス ー フ

ィ ー評 議 会 」 は よ り効 率 的 な教 団行 政 を行 い， こ の ヘゲ モ ニ ー の も とで ， 教 団 数 ， こ

と に公 認 教 団 数 の大 幅 な増 加 を見 て い る の で あ る。

　 さ らに ，今 世紀 の ス ー フ ィー教 団 の あ り方 に大 きな 影 響 を 与 え た現 象 と して ，１９世

紀 末 か ら今 世紀 初 頭 に か け て展 開 され た， サ ラ フ ィ ー ヤ運 動 の 側 か らの ス ー フ ィズ ム

な りス ー フ ィー教 団 に 対 す る 批 判 の 動 きが あ る。 ムハ ンマ ド ・ア ブ ドゥ フ （１８４９－

１９０５） とそ の弟 子 ラ シー ド ・ リダ ー （１８６５－ １９３５） に よ って ， 彼 らの運 動 の機 関紙 で

あ るＡｌ－Ｍ ａｎａｒ の誌 上 で 反 ス ー フ ィズ ム ・キ ャ ンペ イ ン が行 わ れ た 。 こ の運 動 は サ

ラ フた ちの 時 代 の 正 しい イ ス ラ ー ムの あ り方 を 再 確 認 し， それ か ら逸 脱 した ビ ドア

（新 規） の 除去 を求 め る もの で あ った。 彼 らは ア ッラ ーの 唯 一 性 （ｔａｗｈｉｄ）の 立場 を

再 確 認 し， ス ー フ ィー の 聖者 た ち を ア ッ ラー と同 等 の 者 と して崇 め る こ とを 否定 した。

彼 らの 立 場 か らす れ ば ， ス ー フ ィズ ム な りス ー フ ィー教 団 の 宗 教行 事 は ， ス ンナ１７）

よ り逸 脱 した ビ ドア に 満 ちて お り， ア ッ ラー の唯 一 性 を ゆが め る要 素 に満 ちて お り，

サ ラ フの 時代 の正 しい イ ス ラー ム の あ り方 か らそれ た 断 罪 さ るべ き現 象 で あ った。 彼

らの 反 ス ー フ ィズ ム ・キ ャ ンペ イ ンは マ ナ ール 誌 上 で の神 学 的 議論 に とど ま らな か っ

１７）ス ンナとは預言者ムハ ンマ ドの慣行 ・範例の ことであ り， イス ラム教徒の守るべ き正 しい基

　準 とみなされる。
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た。 晩年 の ア ブ ドゥフ は下 エ ジプ トの 村 に 出 向 い て ，村 人 を相 手 に反 ス ー フ ィズ ム的

な 説教 を行 い ， そ の村 の ス ー フ ィ ーの シ ャィ フを論 破 す る とい う活 動 ま で 行 っ て い

る１８）。

　 この よ うに ， サ ラフ ィー ヤ運 動 の 側 か らス ー フ ィズ ム な りス ー フ ィ ー教 団 に対 して

厳 しい告 発 が行 わ れ た わ けで あ るが ， そ れ で は この よ うな 批判 を ス ー フ ィー教 団 の側

で は ど の よ うな形 で受 け とめ て い った で あ ろ うか 。以 下 に お い て は， １９世 紀 に比 して ，

国家 の管 理 が よ り強 化 され ， 改 革 派 の ス ー フ ィズ ム 批判 の展 開 とい う よ り厳 しい状 況

下 に置 か れ た今 世 紀 の教 団 の あ り方 を 検 討 して み よ う。

　 今 世 紀 の教 団 の多 くは 「最 高 ス ー フ ィー 評議 会 」 の統 制 下 に入 っ た公 認 教 団 で あ っ

た が ， そ の 中 に は ， サ ラフ ィ ご ヤ運 動 な どの触 発 を うけ だ 「改革 派 」 の教 団 と呼 ぶ べ

き もの も登 場 して い る。 そ の具 体 的 な 例 と して ‘Ａｚａｍｉｙｙａ と 耳ａｍ ｉｄｉｙｙａ， こ と に

後 者 を 中心 に見 て い くこ と と しよ う。’この ２つ の教 団 は シ ャー ジ リー ヤ教 団 系 で あ る。

この シ ャー ジ リー ヤ教 団 は 中世 以 来 ， 土 ジプ トで 活動 して い た こと は よ く知 られ て い

る。 しか し，近 代 エ ジプ トの シ ャー ジ リー ヤ教 団 は １８世紀 末 か ら１９世 紀 初 頭 に か け て

モ ロ ッコで生 ま れ た Ｄａｒｑａｗｉｙｙａ 教 団 め 系 譜 を ひ いて い る。 この 教 団 の系 統 を ひ く

シ ャ ー ジ リーヤ系 の諸 教 団 の活 動 が エ ジプ トで 活 発 とな るの は ，ユ９世 紀 後 半 期 以 降 の

こ とで あ る。Ｍ ａｄａｎｉｙｙａ，　Ｆａｓｉｙｙａ な どの 諸 教 団 が 主 と して 下 エ ジプ トの地 に広 ま り，

後 に ムス リム 同胞 団 の母 胎 の ひ とつ とな った 耳ｉ§ａｆｉｙｙａ が 下 エ ジプ トに 広 ま っ た。

これ らの シ ャー ジ リー ヤ系 の諸 教 団 は，・１９世紀 末 に 下 エ ジプ トで ，「カ ダ ム」 の権 利

の原 理 が くず れ ，従 来 の公 認 教 団 の地 位 が 動 揺 した 間 隙 を ぬ って 下 エ ジ プ トの地 で 新

興 教 団運 動 を展 開 した ら しい。

　 これ らの シ ャー ジ リー ヤ系 の新 興 教 団 の ひ とつ で あ るア ザ ミー ヤ 教 団 は ， Ｍ ｕｂａ－

ｍ ｍａｄ　Ｍ ａｄｉ　Ａｂｕ’１－‘Ａｚａ’ｉｍ に よ って設 立 され た 。 この 人 物 は エ ジプ ト人 で あ る が ，

１９０５年 か ら１５年 まで ス ーダ ンで 教 育 活 動 に 従事 して い た が ， イ ギ リス 当局 に よ って エ

ジプ トに追 放 され た。 彼 は 当初 ， 上 エ ジプ トの ミンヤ ー州 で 活動 して い た が， １９１６年

には カ イ ロ に移 り， この地 で宣 教 活 動 に従 事 した 。 彼 は ピサ ー フ ィー ヤ教 団 の設 立 者

Ａ１。耳ｉｓａｆｉを師 匠 と して いた 。 こ の アザ ミーヤ 教 団 の設 立者 は他 の ス ー フ ィ ー教 団 と

は異 な り， 現 世 の生 活 を無 視 して 隠遁 の生 活 を 好 む 世 俗 外 禁 欲 を 否定 し，活 発 な社 会

的 活 動 を 重視 す る世俗 内禁 欲 を 強調 した。 しか も， 自 己を 単 な るス ー フ ィー教 団 の長

に と どま らず ， ひ ろ く，宗 教 的 な改 革 者 （ｍｕｊａｄｄｉｄ）とみ な して お り，種 々 の著 作 を

１８） アブ ドゥフと リダーのマナール誌上でのスーブイズム批判および彼 らの実践活動 につ いては，

　詳 しくは拙稿 ［古林　 １９８６ａ］を参照 されたい。
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著 わ して活 発 な宣 教 活 動 を 行 った 。 彼 は 当 時 の エ ジプ トの政 治 に もかか わ りを も った 。

１９１９年 革 命 の 際 には ， １９１９年 か ら翌年 に か け て ，彼 は反 英 的 テ ロ リス トの 組 織 を支 援

し，彼 の 設 立 して い た 印刷 所 の 利 用 を この組 織 に許 した。 こ の た め， 一 時 役 獄 され た

こ と もあ った 。 この 後 ， 彼 は 「自由 立 憲党 」 との つ な が りを 強 め ，１９３３年 には ， この

党 の総 裁 ムハ ンマ ド ・マ フ ム ー ドの 支持 を得 て ，彼 の教 団 は公 認 教 団 の地 位 を獲 得 し

た ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 Ｉ９８３：－１　８４－１８６，．１９２］♂ この教 団 は小 教 団 で あ った もの の， 新 興 教 団

と して の 発 展 が 見 られ ， カ イ ロで ヒ ジ ュ ラ暦 の ７番 目 の月 で あ る ラ ジ ャ ブ月 に は この

創 立 者 のた あ の マ ウ リ ドが 定 期 的 に 行 わ れ る よ う に な っ た ［Ｍ ｃＰＨＥＲｓｏＮ　 ｌ９４１：

１５，６０］。

　 この アザ ミーヤ 教 団 に つ い て は ， そ れ ほ ど詳 しい事 情 は知 りえ な いが ， 同 じシ ャ ー

ジ リー ヤ系 統 の 教 団 で あ り， も う少 し詳 しい事 情 を知 る こ とがで き， しか も， そ の 果

した 社 会 的 役 割 も大 きい もの に ハ 「 ミデ ィー ヤ教 団 が あ る。

　 この 教 団 の 創 立 者 は Ｓａｌａｍ ａ耳ａｓａｎ　ａｌ－Ｒａ４ｉ（１８６６－１９３９） で あ る。 この人 物 は ，

も と シ ャー ジ リーヤ 系 の Ｑ ａｗｕｑａｊｉｙｙａ 教 団 に所 属 して お り， この教 団 の カ イ ロの

ＢＵＩａｑ 地 区 のハ リー フ ァで あ った が ， この 教 団 か ら 分 離 して ， 独 立 の 教 団 ハ ー ミデ

ィ ー ヤを 設 立 し， この 教 団 は １９０６年 に公 認 教 団 の地 位 を獲 得 した ［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 ｌ９７８：

１７６－１７７］。 彼 は上 エ ジプ トか らカ イ ロに移 住 した シ ャ リー フの 家 系 を ひ く家 族 の 出

自で あ り， カ イ ロの ブ ー ラー ク地 区 で生 まれ ， こ こで 育 ち， 学 校教 育 を 受 け た 後 ，政

府 の小 役人 とな った。 彼 は ，終 生 ， こ の仕 事 を 続 けつ つ ，他 方 で は彼 の設 立 した教 団

の シ ャイ フ と して の活 動 も行 った。 こ の教 団 の 本 部 は ブー ラ ー ク地 区 に あ り， こ こに

彼 は死 後葬 られ ， こ の墓 廟 は ， カ イ ロ で も重 要 な 「聖者 崇 拝 」 の場 所 の ひ とつ と な っ

た 。 こ こで は ，毎 週 ，金 曜 日 に は定 期 的 に ジ クル の 集会 が行 わ れ ，毎 年 ， ラジ ャブ月

に は彼 の た め の マ ウ リ ドが行 わ れ る よ うに な った。 彼 に は多 くの奇 蹟 諌 も伝 え られ て

お り， ま ず は ， ス ー フ ィー教 団 な り， 教 団 創 立者 につ いて一 般 に見 られ る現 象 が認 夢

られ る ［ＢＡＮＮＥＲＴＨ　 ｌ９７３：８６－８７］。

　 この教 団 の場 合 も他 の教 団 と同 じ く， 創 立者 で あ る聖者 サ ラー マ ・ハ サ ン ・ア ッ ラ

ー デ ィー の もつバ ラカ１９）
，彼 の 行 った 奇蹟 に対 す る信 仰 が多 くの信 徒 を ひ きつ けた こ

とは言 うま で もな い。 しか し， こ の教 団 に は も うひ とつ の 特質 が ～ちった。 そ れ は厳 格

な教 団組 織 を樹 立 しよ う とす る傾 向 で あ り， この点 で は大 きな成 功 を収 め た と言 うこ

とが で き る。 エ ジ プ トの ス ー フ ィ ー教 団 にお い て は ，従 来 ， ひ と りの ス ー フ ィーが 複

１９）バ ラカとは文字通 りには 「祝福」 の意であるが，神が預言者 や聖者に与えた神聖な力の こと

　 であ り， このバ ラカを得 ることによ って，一般 の信者た ちは願 い事がかなえ られ ると信 じて い

　 る。
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数 の 教 団 の メ ンバ ーに な る こ とが 許容 され て お り， サ ラ ー マ ・ハ サ ン ・ア ッラー デ ィ

ー 自身 も多 くの教 団 に帰 属 して い た 経験 が あ った
。 しか し， サ ラーマ ・ハ サ ン・ア ッラ

ー デ ィー は 自 己の 教 団 を 設 立 す る と
， そ の教 団 員 に対 して は他 の教 団 の メ ンバ ーで も

あ る こ とを許 さず ，自 己の 教 団 に対 す る排他 的 な忠 誠 心 を求 め た ［ＧＩＬＳＥＮＡＮ　 Ｉ９７３：

６９］。 この点 に， この 教 団 の 組 織 的 強 固 さの要 因 が示 さ れ て い る こ と は明 らか で あ る。

この サ ラー マ ・ハ サ ン ・ア ッラ ーデ ィー は 詳細 な教 団 規 則 を定 め， 教 団 員 に対 して 厳

格 な規 律 を課 し， 官 僚 制 的 な教 団 組 織 の樹 立 を企 て た。

　 そ こで ， この教 団 規 則 の検 討 を 行 って み よ う。 こ こで は ， この シ ャイ ラの 強 固 な教

団 組 織 を樹 立 しよ う とす る意 志 の 背 後 に ， サ ラ フ ィー ヤ運 動 に お いて 主 張 され て い た ，

さま ざ ま な改 革 的要 素 が見 られ る。 まず ， この教 団 の修 行 の道 は コー ラ ンと ス ンナ に

も とつ く こ と， そ して ， イ ス ラム法 に よ って 非 難 され るよ うな総 て の ビ ドアか らは免

れ て い る こ とが まず ， 唱 え られ て い る。 つ い で ，魔 術 とそ れ に類 す る もの にひ た る こ

とが禁 じ られ ，男 が女 を まね た り， 女 が 男 を ま ね る こ とが禁 じ られ ，冒会 合 や 行 列 の 際

に ， タ ンバ リン， シ ンバ ル ， 弦 楽 器 や そ れ に類 す る もの ，太 鼓 ， フル ー トな どの 使 用

が禁 じ られ て い る。 さ らに， サ ァデ ィ 日ヤ 教 団 と結 び つ け られ て理 解 され る こ との 多

い奇 習 で あ る ｄａｗｓａ２０）， 昆 虫 や ガ ラス を 食 べ る こ と， 剣 や ピ ンで体 を 打 った り， 火

を食 べ る こ とな どが 禁 じ られ て い る ［ＢＡＮＮＥＲＴＨ　 ｌ９７２：２４３－２４８］。 これ ら の テ ー

マ は ア ブ ドゥ フや リダ ーの ス ー フ ィズ ム 批判 や タ ウ フ ィー ク ・アル ・バ ク リーの 教 団

改 革 に お い て ， しば しば取 りあ げ られ て い る テ ーマ で あ る ［古 林　 １９８６ａ：９１－９２，９６］。

つ ま り，ハ ー ミデ ィ ー ヤ教 団 の 教 団 規 則 は 今 世紀 初 頭 以 来 の サ ラ フィ ー ヤ運 動 のス ー

フ ィズ ム批 判 の運 動 の 中か ら生 ま れ て きた 改革 主 義 的 な動 き を うけ とあ て い る こ とを

反 映 して い る ので あ る。

　 こ の よ うに， この ハ ー ミデ ィ ー ヤ教 団 は ビ ドア と しそ非 難 され る よ うな 要 素 を極 力 ，

教 団 の 宗 教 的 実 践 の 中 か ら放 逐 し， よ り正 統 的 な正 しい イ ス ラ ー ムの あ り方 に そ うス

ー フ ィズ ムの あ り方 を 探究 しよ う と企 て て い る こ と は明 らか で あ る。 この教 団 の もつ

新 しい姿 勢 は この 教 団 の支 持層 の拡 大 に貢 献 した よ うで あ る。 こ の教 団 の 拠点 が ブ ー

ラー ク地 区 と い うカ イ ロの 伝統 的 都市 部 分 に あ った こ とか ら して ， カ イ ロの下 層 階 級

の 間 に支 持 基 盤 が あ った こ とは 確 実 で あ る。 しか し， それ に加 え て，大 学 卒 業 者 の よ

う な高 学 歴 の 若 者 の 間 に多 くの信 徒 を獲 得 した こ と，１９１２年 に イズ ラム に 改宗 した フ

ラ ンス人 Ｒｅｎ６　Ｇｕ６ｒｏｎ の よ うな人 物 もこ の教 団 の メ ンバ ＝で あ った ［ＢＡＮＮＥＲＴＨ

２０）ダ ウサとは教団のメ ンバーが地 に伏せ，その上を教団の シャイフや幹部 たちが馬に乗 ってそ

　の上を渡 るという荒行の こと。
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１９７２：２４３，２４８－２４９］。 この よ う に， この教 団 の支 持 層 は広 汎 な社 会 層 を 包 摂 して い

た。 この教 団 の 宗 教 的 基 盤 が 聖 者 サ ラ ーマ ・ハ サ ン ・ア ッ ラー デ ィ ーの 奇 蹟 や バ ラカ

に対 す る信 仰 と い う伝 統 的 な要 素 と と もに サ ラ フ ィー ヤ運 動 以 来 の 改 革 主 義 的 な 新 し

い要 素 の両 面 に あ った よ うに， 支 持 層 も二 元 的 な構 造 を な して い た。 つ ま り，下 層 階

級 の人 々 と新 興 の 中流 階 級 の 支 持 を と も に受 け て い た の で あ る。

　 創 立者 の サ ラー マ ・ハ サ ン ・ア ッラ ーデ ィー の死 後 ， この教 団 は そ の子 息 で後 継 者

で あ る Ｉｂｒａｈｉｍ　Ｓａｌａｍａ　ａｌ－Ｒａｄｉ（１９７５年 没 ） の指 導 下 にお か れ ， この 指 導者 の も

とで 急速 な発 展 を見 た。 １９６０年 代 の 半 ば には ， カ イ ロ と下 エ ジプ トの各 地 に １万 ２０００

人 か ら １万 ６０００人 の メ ンバ ー を擁 す る よ うにな った ［ＧＩＬｓＥＮＡＮ　 Ｉ９７３：７］。 そ して，

１９６０年代 の末 には エ ジプ トで最 大 の ス ー フ ィー教 団 に発 展 し， そ の メ ンバ ーの数 は１０

万 人 以 上 に達 し， エ ジ プ トの 都 市 や 郡 部 に活発 な支 部 を もつ よ うに な っ た ［ＤＥ　ＪＯＮＧ

ｌ９８３：２０４］。 この 時点 で の ，こ の教 団 の幹 部 の 社 会 的 出 自は ，一 方 で は ，教 団 創 立 者

の直 弟 子 た ちで あ る，貧 しい，種 々の レベ ル の労 働 者 ， 初 等 学 校 の 教 師 ， 政府 の書 記 ，

小 規 模 な 店 の 労 働 者 や 店主 た ちで あ った。 他 方 で は ， ビジ ネ スマ ン， 会 社 の 経 営者 ，

高 級 将校 ， 技 師 た ちの よ うな ， エ リー ト的 な部 分 も教 団 幹 部 と して 重 きを な して い た。

こ の後 者 の グル ー プが 改 革主 義 的 ，厳 格 に正 統 的 な宗 教 的 立 場 を 支 持 して いた 。 シ ャ

イ フの イ ブ ラ ー ヒー ム は この ２つ の グル ープ のバ ラ ンス の上 に教 団 指 導 に あた って い

た ［ＧＩＬｓＥＮＡＮ　 ｌ９８５：１９２］。

　 この教 団 の め ざ ま しい発 展 は この 教 団 の地 位 を た しか に 向上 させ た。 カ イ ロで の 預

言 者 ムハ ンマ ドの マ ウ リ ド， ヒジ ュ ラ暦 の新 年 ，主 要 な マ ウ リ ドな ど の際 ， この 地 の

ス ー フィ ー教 団 が行 うパ レー ドにお いて先 頭 を行 進 す る とい う名誉 あ る地 位 を 与 え ら

れ ， か つ て ， サ ァデ ィー ヤ教 団 の も って いた 地位 を奪 うま で に な った。 しか し， そ の

反 面 ， エ ジプ ト政 府 の側 か ら見 て模 範 的 なス ー フ ィー教 団 とみ な され るよ うに な った

［ＤＥ　ＪｏＮＧ　 １９８３：２０４］。 この 教 団 が大 教 団 に 発展 す る に つれ ， 内部 に生 じた矛 盾 は

シ ャ イ フの イ ブ ラー ヒー ム が１９７５年 に死 ぬ と一 挙 に顕 在 化 した。 す な わ ち ， こ の教 団

は 分裂 の危 機 に直 面 した の で あ る。 教 団 創 立者 直 系 の 古 参 の信 徒 た ちは シ ャィ フの イ

ブ ラ ー ヒー ム の弟 を後 継 者 に推 したが ， 中流 階 級 出 身 の エ リー ト的 な信 徒 た ち は この

新 しい後継 者 に従 わ ず ，離 反 し，教 団 の分 裂 の危 機 が生 じた の で あ る。 さ らに， 教 団

の 本 部 もカ イ ロの伝 統 的都 市 部 分 で あ る ブ ー ラ ー ク地 区 か ら近 代 的都 市 部 分 で あ り，

上 ・中 流 階級 の居 住 地 区 で あ るザ マ ー リク地 区 に移 り， この こ と も教 団 員 の問 に緊 張

関係 を ひ きお こ した の で あ る ［ＧＩＬｓＥＮＡＮ　 １９８５：１９３－１９６］。

　 と にか く， この ハ ー ミデ ィー ヤ教 団 は ，元 来 ， 信 仰 の 面 で も支 持 層 の面 で も緊 張 を
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は らん だ二 元 的 な基 盤 を も って い た 。 一方 で は ，信 仰 の面 で は，・聖 者 の バ ラ カや奇 蹟

の信 仰 とい う基 盤 ， 信 徒 の 面 で は ， 都 市 の伝 統 的都 市 部 分 の 下層 階級 や郡 部 の住 民 の

支 持 とい う基 盤 の 上 に立 って い た 。 他方 で は ，改 革 主 義 的 で 厳 格 に正 統 的 な信 仰 を受

け いれ る， 新 興 の 中 流 階級 出 身 の エ リー ト的 な グル ー プの 支 持 も うけ て い た。 こ の ２

つ の基 盤 の 上 に創 立 者 の サ ラｒ マ ・ハ サ ン ・ア ッラ ー デ ィ ー， 後継 者 の イブ ラー ヒー

ム の ２人 の 指 導 者 は この 教 団 の 発展 を は か り， め ざ ま しい成 果 を 挙 げ た 。 しか し，現

在 ， この ２つ の 基 盤 の バ ラ ンス は くず れ ， この 教 団 は分 裂 の危 機 に直 面 して い る の で

あ る。

５． 結 び に か え て

　 近 代 エ ジプ トの ス ー フ ィ ー教 団 は ム ハ ンマ ド ・ア リー の治 世 以来 ， バ ク リー家 の シ

ャイ フを 介 して ， エ ジプ ト国家 の統 制 下 に 置か れ る こ と とな った。 この た め， イ ス ラ

ム世 界 の他 地 域 に は あ ま り類 を 見 な い公 認 教 団 の シス テ ムが 確 立 した 。 この よ うな教

団 に対 す る国 家 管 理 の 貫 徹 とい う こ とが近 代 エ ジ プ トの ス ー フ ィー教 団 につ いて の 最

大 の 特 質 と見 な して さ しつ か え な い。 こ の ため ， １９世紀 の ア フ リカ の各 地 ， 中央 ア ジ

ァ， イ ン ドネ シ ァ等 の イ ス ラム世 界 の周 縁 部 で， ス ー フ ィ ー教 団 が 西 欧 の帝 国 主 義 的

侵 略 に対 す る闘 争 の 主 役 と して 前面 に立 ち現 れ た現 象 に比 す れ ば ，近 代 エ ジプ トの ス

ー フ ィ ー教 団 の 活動 の 政 治 的 な不 活発 さ は
， ひ と きわ ， 目を ひ く現 象 で あ ろ う。

　 しか しな が ら， この公 認 教 団 の存 在 と と も に， 他 方 で は ， 非公 認 教 団 の存 在 も無 視

しえ な いの で あ る。 こ とに ， 上 エ ジプ トの よ う な， エ ジ プ トの 中 で も周 縁 部 的 な地 位

に あ った 地 域 に お い て は ，非 公 認 教 団 の活 動 も活 発 で あ り１ そ れ らの 中 に は活 発 な 新

興 教 団 運 動 を 展 開 し， 時 に は ラデ ィカ ル な政 治 活 動 を行 う もの もあ った の で あ る。 し

た が って ， １９世 紀 エ ジプ トの ス ー フ ィー教 団 の全 体 像 に接近 す るた め に は ，公 認 教 団

だ けで な く， 非公 認 教 団 を も視 野 に お さ め， 両者 の タ イプ の差 異 に留 意 しな けれ ばな

らな い の で あ る。

　 今 世紀 に お い て は ，一 般 に ス ー フ ィー教 団 の 果 した 役 割 は 減少 した と見 られ る こ と

が 多 い し， 「最 高 ス ー フ ィ ー評 議 会 」 を 介 して の ， 国家 の教 団 管 理 は， １９世紀 の バ ク

リー 家 の シ ャィ フの権 威 を介 しての 統 制 下 に比 す れ ば ， は る か に強 力 で ， 合 理 的 な 性

格 を もつ もの で あ った。 さ らに ， サ ラフ ィ ー ヤ運動 の展 開 に よ り， ス ー フ ィ ー教 団 を

と りま く環 境 は前 代 に比 し， よ り厳 しさを 増 した 。 この新 しい環 境 の もと で，近 代 社

会 の 形成 に伴 って台 頭 して き た 中流 階 級 の人 々を支 持層 と して取 りこみ つ つ ， サ ラ フ
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イーヤ運動以来の改革主義的な傾向をある程度，受けいれた 「改革派」的な新興教団

の活動 も見 られるようになった。先に考察 したハーミディーヤ教団はこのタイプに属

する。このハーミディーヤ教団の努力が成功 したのかどうかについての評価は現時点

においては難 しい。 しか し，この教団の努力は現代エジプ トのスーフィー教団の運動

の新 しい潮流のひとつとして，十分，注目するに値するものと思われる。
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